
。に

S
J

の

κ口
見

え

、

二

品

〈

卯

ト

出

貞

、

句

亡

由

号

八

月

J

と
あ
る
山
中
花
見
え
る
号
ま
た
段
提
供
い
一
絢
つ
九
四
八
械
に
は
「
内
申
ト
釘
貞
、
今
夕
亡
由
宇
在

七
月
J
と
あ
り
、
ま
た
一
丁
鍔
ト
減
点
、
今
夕
亡
記
ョ
在
七
月
J

と
あ
っ
て
、
「
貯
ご
と

「
旅
い
と
が
内
版
関
係
を
な
し
て
い
る
5

一
旅
い
も
亦
第
二
期
点
人
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
、

と
れ
ら
称
議
及
び
同
版
貞
人
関
係
か
ら
、

E
，
か
第
二
期
所
属
で
あ
る
ζ

と
は
決
定
的
で
、
議

民
の
説
は
織
正
J

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
・
な
い
。

〈
法
〉
清
二
山
ナ
抜
が
第
二
期
災
人
で
あ
る
こ
と
り
冴
拠
っ

相

T
e
-
-
d

父
ア
洋
一
声
ア
り
お
克
己
浮
い
声
明
一
一
日
'
S
H

兄
皮
秀
忠
戸
学
二
日

出，•. 

，
戸
と
問
販
だ
よ
っ
て
明
瞭
ヘ
J

技
'
'
'
e

父
で
祭
ω
声
紋
?
一
w
?
品
一
兄
己
安
定
U
Y
5
8
N

兄
探

-
2
2
0

日

ζ

れ
は
不
一
と
共
貞
の
貞
人
で
あ
り
、
第
二
・
三
期
所
属
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
蓬
氏
未
収

の
も
の
で
、
図
版
同
の
考
釈

3
v
k
「
環
成
ト
五
日
員
、
記
延
J
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

ζ

れ
と
類
似
の
ト
辞
を
他
に
求
め
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
岳

L

半
卯
ト
五
日
点
、
勿
潟
己
主
君
九
つ
九

其
問
。
弦
間
的
手
均
五
五
五

小
山
山
小
令
2

目的手
M

入
六

可LA
ノ、

日
汚
dsι 

の

{本

宮

、
官
ル
ゆ
と
は
、
狭
義
に
限
定
し
て
い
う
な
ら
ば
、
六
朝
、
裂
の
簡
文
情
縮
織
(
五

O
一J

五
一
〉
の
詩
体
に
対
す
る
名
で
あ
る
、
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
架
警
や
南
史
の
記
載
託
、
よ

ん
鳴
り

(
C
R
七
こ
え

乙
卯
s
h
I

壬
臼
貞
、
翌
内
民
共
ぷ

乙
卯
ト
モ
臼
貞
、
子
了
己
，
歩
c
向

右
の
例
は
州
一
札
誠
司
二
人
共
貞
で
あ
る
が
、
甲
骨
文
録
五
五
五
成
上
に
は
、
右
の
引
例
の
外

に
別
辞
と
し
て
一
日
貞
」
の
語
が
あ
り
、
「
日
一
が
単
独
で
貞
人
を
務
め
て
い
る
静
も
認
め
ら

れ
る
。
し
か
し
こ
の
点
人
の
特
色
は
多
く
は
王
と
共
に
ト
間
に
参
与
し
て
い
る
点
に
存
す
る

よ
う
で
あ
る
3

在
台
、
ト
辞
の
警
棒
は
伺
れ
も
類
似
し
て
お
り
、
王
の
縦
顕
が
二
函
に
分
れ

て
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
や
、
「
抱
一
幸
」
の
称
謂
を
有
す
る
ζ

と
な
ど
か
ら
す
九
ば
、
「
日
~
は

二
乃
五
三
期
の
貞
人
と
考
え
ら
九
る
2

坦
し
、
貞
人
否
定
説
が
あ
り
一
得
考
を
後
っ
さ

t年

五
、
結

以

上

?

の

貞

人

に

践

す

る

一

考

察

を

行

っ

て

来

た

の

で

あ

る

が
、
綜
合
的
一
に
晃
て
ミ
書
道
博
物
館
の
ト
辞
に
は
多
く
の
貞
人
を
認
め
、
ま
た
ζ

れ
ら
の
中

に
は
、
上
述
の
如
く
、
従
来
の
貞
人
を
瀦
立
す
べ
き
資
料
を
提
供
す
る
雷
一
一
裂
な
も
の
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
は
、
特
に
注
自
す
べ
き
で
あ
る
c

、
な
、
円
。
最
後
に
附
説
し
て
h
d

き
た
い
と
と

辻
、
新
貞
人
一
本
口
二
関
空
八
〉
)
ご
に
で
幸
」
富
山
叫
(
九
)
)
の
ζ

と
で
あ
る
が
、
そ
の
時
期
は
明

ら
か
で
在
ノ
¥
警
徐
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
第
一
期
に
類
、
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
全
殻
的
点
入

会
千
円
ヱ
以
内
主
後
寸
法
心
機
会
に
安
っ
こ
こ
と
ス
一
恋
々
で
あ
る
。

一
九
五
九
年
ペ
汚
十
箆

び

( 6 ) 

に

つ

て

レ、

田

吉広

雄

井

文

る
「
窓
律
)
と
い
う
称
将
、
は
、
そ
う
7
v
た
限
定
に
お
h

て
用
い
ら
九
て
い
る
a

、
長
同
一
不
能
、
然
傷
於
経
協
側
、
治
時
号
臼
宮
体
。
(
印
明
書
・
館
文
紀
〉

長
沼
不
能
、
強
帝
文
場
於
軽
郡
、
時
号
宮
部
。
(
南
史
、
期
文
紀
〉



の
よ
う

κ、
そ

の

多

く

を

五

八

一

向

新

一

認

に

せ
ら
れ
て
い
と
拘
ど
の
一
え
ず
、
こ
こ
で
は
、
五
品
川
一
耕
一
誌
に
み
た
範
関
内
で
、
常
体
の
誌

に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

限
の
徐
陵
(
五
円
り
七
1
4
手
八
九
)
の
舗
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
実
際
の
撰
詩

の
意
向
が
強
く
影
響
し
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
明
の
越
均
(
崇
税

々

、

問

の

人

)

の

「

玉

ム

一

向

新

詠

が
引
か
れ
て
い
る
む
や
や

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
築
、
が
、
陳
代
に
付
入
っ
て
成
っ
た
と
考
え
る
の
は
、

る
と
住
窓
し
て
い
る
。
し
か
し
、

ζ

れ
は
或
い
は
、
架
亡
び
て
、
徐
陵
が
附
慨
に
仕

し
か
ら
、
慌
の
後
主
叔
宝
の
下
で
完
成
し
た
事
情
を
示
す
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
徐
陵

が
?
陳
の
後
ギ
一
広
も
、
ふ
え
を
以
っ
て
仕
え
た
こ
と
は
、
南
史
に
一
、

捜
綾
為
序
c

(

梁
本
紀
)

。、;ι同
434
ト
ド
、

一
ノ
¥
ふ
れ
ず
'
H
N
H
Lも
γ

(
中
略
〕

審
坊
と
は
、
後
の
綴
文
帝
、
時
の
皇
太
子
網
の
東
宮
御
所
、
帝
と
は
そ
の

徐
掲
の
新
民
辻
、
単
一
~
太
子
綱
の
周
辺
を
民
ぃ
脱
し
て
、
宮
体
と
号
せ
ら
札
る
に
米
っ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
梁
蓄
・
庚
一
滴
伝
に
は
〉
庚
一
関
苔
と
徐
摺
と
は
、
簡
文
荷
の
兄
、
昭
明
太
子
の
下

に
参
じ
た
、
所
調
高
粛
の
十
学
士
の
メ
ン
バ
ア
で
あ
り
、
清
吾
子
一
信
・
徐
摺
子
陵
(
矧
府
警
・

…
限
一
滴
苔
伝
)
は
、
儲
文
惜
の
関
ヤ
た
、
文
徳
省
の
学
士
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
腕
信

は
、
後
に
北
朝
に
奔
っ
て
、
北
周
審
・
北
史
に
伝
を
残
ナ
。

父
一
病
器
、
為
架
太
子
中
庶
子
掌
管
記
、
東
海
徐
摺
右
端
率
、
揚
子
陵
及
信
、
読
為
抄
撰
学

土
、
父
子
夜
東
宮
、
出
入
禁
鶴
、
閉
山
礼
英
一
与
比
降
、
既
文
絞
務
職
、
政
世
号
為
徐
礎
体

落
。
(
北
史
・
興
信
伝
)

織
文
帝
の
宮
体
が
、
そ
の
当
初
か
ら
経
蹴
・
経
路
と
一
許
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
さ
き
に
い

っ
た
。
そ
心
筋
文
帝
と
関
孫
浅
か
ら
ぬ
徐
艇
父
子
の
俸
が
、
別
別
に
、
徐
肢
体
と
呼
ば
れ
て
い

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
特
に
徐
庚
体
と
い
い
、
宮
体
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
以
上
、
そ
こ
に

何
等
か
の
護
送
あ
っ
て
の
称
で
あ
る
こ
と
は
礁
か
で
あ
ろ
う
が
、
経
鍛
と
い
い
れ
、
続
磁
と
い

い
、
評
…
誌
は
甚
だ
し
く
似
通
っ
て
い
る
。

ζ

の
貧
し
い
円
考
察
K
お
い
て
は
、
し
ば
ら
く
λ
と

も
に
五
台
新
詠
十
巻
に
収
め
ら
れ
た
た
ぐ
い
の
作
品
と
し
て
、
殆
ん
ど
同
一
視
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
う
。
編
者
徐
一
段
も
自
ら
巻
頭
に
「
撰
銀
総
歌
、
凡
為
十
巻
」
(
五
台
新
一
部
序
)
と
記

し
て
い
る
よ
う
に
、
五
台
新
詠
は
・
経
磁
縞
蟻
の
詩
の
集
大
成
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ

う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
撰
録
せ
ら
れ
た
路
歌
と
は
、
一
体
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

ζ

と
に
奈
っ
て
、
夜
、
ち
】
に
、
王
台
新
一
部
の
詩
す
べ
て
に
む
た
っ
て
、
~
細
密
に
検
討
す
る
必
袈
に

迫
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
先
、
ず
、
筒
文
帝
の
詩
を
め
ぐ
っ
て
調
べ
て
み
る
こ
と
に

し
た
い
号
そ
れ
に
よ
っ
て
、
宮
体
の
詩
の
如
荷
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
一
定
知
り
得
る
で

あ
ろ
う
し
、
そ
ζ

か
ら
六
制
約
宮
体
の
詩
考
究
上
の
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
も
1

晃
出
し
て
ゆ

き
た
い
か
ら
で
あ
る
3

五
台
新
一
認
に
最
も
多
J
¥
詩
を
載
せ
る
の
は
、
簡
文
帝
の
七
十
六
首
で
あ
る
。
つ
い
で
そ
の

父
武
帝
の
四
十
一
首
、
沈
約
の
一
一
一
十
七
慈
、
一
見
均
の
二
十
六
首
、
王
鎗
読
の
十
九
首
と
続
い

て
、
以
上
す
べ
て
梨
代
人
で
あ
る
c

上
述
の
康
一
椅
苔
は
十
一
菌
、
庚
信
位
一
一
-
誌
、
徐
駿
一
は
間

一
蔚
で
ー
そ
の
父
徐
揚
は
一
哲
也
d

叡
J

ぜ
て
い
な
い
》
簡
文
帝
の
M
m
安
主
時
代
か
ら
、
庚
一
局
一
品
問
耐

と

共

に

そ

の

所

謂

常

体

の

発

生

と

成

立

κ大
き
く
関
係
し
た
徐
掠
の
詩
が
、

7 



小
弘
毅
合
歓
編

縫
用
饗
針
線

香
和
綾
部
蜜

己
入
琉
糟
艇

受
恐
従
軍
別

と
で
あ
zノ

T
Q
C

術
文
帝
の
持
に
は
、
と
の
訪
の
よ
う
に
、
他
人
の
作
に
す
る
も
の
、
一
和
い
す
る

も
の
、

J
川
い
ず
る
も
の
が
多
い
。
五
台
新
詠
の
七
十
六
首
中
、
題
に
明
示
す
る
も
の
だ
け

で
十
七
詩
を
数
え
る
の
擬
・
和
・
問
せ
ら
札
た
詩
人
段
、
湖
東
主
諮
線
・
慶
尚
…
札
口
・
徐
摺
'

比
約
一
・
劉
孝
料
・
諸
般
・
花
子
Mm
の
じ
人
で
、
併
と
同
時
の
斉
州
民
の
問
に
故
山
川

し
、
徐
機
以
外
仕
、
一
k
ム

日

新

詠

に

か

な

り

で

い

る

仁

と

・

和

作

の
詩
は
、
ち
ょ
う
ど
Y

わ
が
麗
の
新
古
今
和
歌
集
あ
た
ち
に
綴
出
す
る
一
本
歌
取
」
の
歌
の

よ
う
に
、
一
新
た
に
題
を
設
け
、
想
を
構
え
て
創
作
に
従
う
よ
ち
も
、
先
人
の
題
を
借
雪
、
発

想
に
放
っ
て
、
詩
歌
を
技
巧
的
に
、
或
い
は
時
に
遊
戯
的
に
繰
り
上
げ
て
ゆ
こ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
2

と
い
う
よ
告
も
、
和
歌
の
本
歌
取
と
い
う
こ
と
と
そ
、
六
朝
擬
作
の
風
に
影
響

さ
れ
て
起
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
王
台
新
一
誌
に
い
は
、
そ
の
他
の
詩
人
に
あ
っ
て
も
、

ζ

の

語
の
作
が
非
常
に
多
い
£
架
の
武
将
・
沈
約
・
同
一
ハ
均
e

王
鵠
読
み
な
然
り
で
あ
る
こ

徐
援
は
、
雑
詩
思
蓄
を
自
ら
玉
ム
ロ
新
一
諒
巻
七
に
載
せ
て
い
る
ご

定
筆
戯
書
応
令

奉
和
一
諒
舞

和
五
舎
人
送
容
未
還
闘
中
有
望

為
羊
充
州
家
人
公
口
綿
鏡

「
応
令
」
は
、
皇
太
子
議
綱
の
命
に
応
じ
、
コ
一
帯
和
」
位
、
そ
の
作
K
和
し
奉
っ
た
と
と
を

意
味
す
る
こ
e

和
'
一
は
和
作
、
一
為
」
は
代
作
の
意
味
で
あ
っ
て
、
践
の
四
首
に
は
、
自
ら
題

を
設
け
、
ハ
符
を
選
ん
で
の
作
と
い
う
べ
き
も
の
は
な
い
ζ

と
に
な
る
。

韻
文
帝
に
は
ま
た
、
徐
践
に
命
じ
て
、
「
定
筆
戯
蓄
」
の
詩
を
作
ら
辻
た
よ
う
に
、
自
身
に

弘
喝

も
、
の
文
字
を
題
に
冠
す
る
詩
一
一
一
蓄
が
あ
る
。

清
掃
…
(
弔
一
台
新
一
株
・
巻
七
)
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
虎
雄
博
士
の
説
明
が

( 8 ) 

て
い
h

な

い

の

は

、

ζ

む
人
の
作
に
和
し
て
作

つ

関

丈

一

併

の

一

間

文

帝

と

徐

摺

と

の

関

係

の

密

接

さ

か

ら

考

え

て

毛
、
徐
箆
体
乃
烹
は
宮
体
の
詩
の
な
ん
た
る
か
を
知
る
手
が
か
り
と
す
る
に
、

あ
る
と
思
う
む

和
徐
銀
事
見
内
人
作
臥
呉

議
照
度
街
辺

続
維
半
捲
懸

誌
減
縫
裳
折

筏
管
内
牙
線

f

、p
y
平
台
ユ
一

y
n
z

J

ム
μト
h
M
J
d
t
A
H
ヤ
~

紫
是
八
蜜
綿

鱗
吐
中
台
煙

な
孔
件
出
日
志
向
何
ギ
華
民
叫

A
A
相
羽
刃
向
d

，ネユブ
h
設

非
同
国
一
筋
撹

密
林
徒
J

出
持
(
巻
七
)

録
…
私
立
官
名
、
内
入
は
宮
女
で
あ
る
つ
知
ち
、
{
呂
女
の
夜
間
同
討
を
作
る
の
を

だ
一
一
日
刊
に
、
備
文
帝
が
和
し
た
込
の
で
あ
る
古
落
熊
・
紅
接
・
経
雄
・
綾
手

に
始
っ
て
、
金
援
・
内
研
一
:
罫
・
溺
・
琉
璃
・
蹴
錨
等
々
、
と
の
匂
に
も
、
宮
女
と
そ
れ
を

と
り
ま
く
h

も
の
の
華
麗
さ
を
い
う
一
地
問
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
ぢ
そ
し
て
、
A

台
数
叫
網
、
出
ち

知
轄
と
も
ぬ

J
品
ハ
肢
の
筏
呉
い
を
作
る
た
は
、
男
い
か
従
軍
し
て
し
ま
っ
て
、
自
分
が
空
駄
を
か
ζ

つ
身
と

な
る
の
で
は
在
い
か
と
恐
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
〉
こ
と
ば
に
締
絡
を
一
井
一
び
、
男
友
の
哀
歓

ζ

の
よ
う
な
詩
が
、
機
歌
と
よ
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
推
定
で
き
る
こ

ふ
り
ス
w
士

巻
一
三
一
ニ
一
に
謝
怒
遥
の
雑
味
詩
占
肘
同
一

よ
ん
で
~
気
丸
づ
く
こ
と
は
閉
向
門
ロ
か
荷
門
の
…
諮
叫
諮
悶
虫
小
字
ナ
ナ
、
が
が
折
り
返
し
て
則
用
川
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
だ
ο

恵
速

が
、
間
終
逆
風
紋
康
楽
一
口
同
一
江
一
文
選
」

v
h
'込
1

絞
め
ら
れ
有
名
な
作
で
あ
る
が
そ
の
第
三
草

花
、
際
摂
郎
一
長
路
戚
成
抱
遥
悲
悲
運
郎
作
自
持
路
長
守
的
議
行
打
退
転
速
去
去

構
弥
還
な
ど
と
あ
る
と
こ
ろ
は
詑
詩
と
似
て
を
る
c

現
存
の
忠
連
詩
で
見
九
一
ば
窓
速
に

比
の
郎
き
叙
法
は
多
く
は
な
い
が
、
館
文
の
頃
に
は
ま
だ
川
山
花
多
く
あ
っ
た
の
か
え
な
れ

ぬ
こ
そ
札
で
「
段
れ
に
」
と
い
っ
て
ま
ね
を
し
た
d
h

の
で
あ
ろ
う
、
、
(
制
波
文
庫
、
五
ふ
け

新
品
集
・
中
・
巻
じ
・
三
八
一
一
向
)

問
丈
帝
が
な
ら
っ
た
議
窓
速
の
体
と
は
、
鈴
木
間
七
の
説
か
れ
る
通
り
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ

で
仕
な
ぜ
ふ
戸
れ
に
」
と
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
段
、
な
お
充
九
万
に
は
説
明
J

さ
れ

て
い
'
な
い
し
、
い
ま
わ
た
く
し
に
、
慌
ち
に
明
ら
か
に
す
る
ζ

と
は
で
き
な
い
や



の

一

戯

れ

っ

て

戯

れ

に

つ
て
、
と
も
に
他
の
ど
の
詩
よ
り
も
経
鱗
・
続
際
の
評
が
適
切
で
あ
る
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
と

稔
つ
間
関
4
4
2
円、

付
目
M
V
n
n
H
H
M
H
M
M
J
ノ

以
市
川
叩
日
必
一
叫

rιlnお
m

M
科
担
，
古
河
I
F
，
引
H
A
主
芦

的
い
歌
鵜
…
山
間

自
約
心
所
愛
二
一
十
侍
中
部
(
巻
七
)

e

毛
織
の
よ
う
に
奨
し
く
あ
だ
っ
ぽ
い
女
の
姿
と
心
を
う
た
っ
て
そ
の
女

κ贈
っ
た
詩

〈
し
い
化
粧
と
線
装
を
写
し
、
は
じ
ら
い
や
ほ
ほ
え
み
の
あ
で
や
か
さ
を
の
ベ
て
、
女

ぷ
t

才
で
侍
中
部
と
な
っ
た
愛
人
の
り
っ
ぽ
さ
を
心
に
衿
っ
て
い
る
よ
う
だ
と
う
た
い

そ
の
機
態
を
描
い
て
は
、
恐
ら
く
は
倍
友
の
類
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ
せ
る
。
そ
れ

v
h
h
o

い
て
は
、
明
瞭
に
侶
楼
務
嬬
の
鯨
女
、
燕
姫
あ
り
と
一
献
じ
出
し
て
い

ヵー

共
払
可
憐
政

微
笑
出
長
路

…mmJ干しγ
念
郡
山
一
脅

位
三
首
見
出
さ
れ
る
c

戯

諮

娘

(

巻

五

)

戯
作
川
氏
武
併
合
研
一
七
)

設
作
路
詩
湖
南
料
(
時
間
じ
}
七
)

在
ど
で
あ
る
。
梁
の
征
一
山
記
護
で
あ
る
泣
婿
の
妻
、
そ
し
て
沈
約
の
孫
に
あ
た
る
沈
満
阪

は
、
玉
台
新
一
献
に
七
首
を
載
せ
て
い
る
が
、
次
の
詩
は
そ
の
一
首
で
あ
る
。

鍛
一
蹴
娘
抱
一
靖
嬬

明
珠
間
帯
羽
援
金
持
続
純
'
略

国
鼠
時
醤
挙
想
像
見
芳
姿

消
長
指
歩
探
向
晩
解
内
総
作
一

託
意
風
流
子
佳
境
詑
常
私
(
巻
五
)

鈴
木
虎
雄
博
士
(
岩
波
文
庫
・
王
台
新
一
部
集
・
中
・
巻
瓦
・
一
九
一
九
貰
)
の
併
に
よ
九
ば
、

部
娘
は
歌
妓
の
名
、

ζ

れ
は
作
者
沈
満
憾
の
夫
の
愛
人
ら
し
く
、
お
も
は
九
る
c

戯
礼
る
と

い
う
意
は
此
詩
の
末
の
二
句
に
あ
る
。

と
さ
れ
、
京
二
句
をみぞ
ぴ
お
と
ζ

あ
な
た
は
あ
の
風
流
漢
(
夫
)
に
こ
こ
ろ
を
よ
せ
ら
九
て
ゐ
る
、
わ
た
し
は
左
ん
で
そ
の

を
と
ζ

の
愛
情
、
を
わ
た
し
ひ
と
り
の
も
の
と
し
ま
し
ょ
う
、
(
あ
な
た
に
も
分
け
て
あ
げ

σ
 

と
解
釈
し
て
か
ら
れ
る
。
離
か
に
恋
敵
へ
の
こ
と
ば
と
し
て
、

ζ

の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
戯

れ
rh
と
特
に
題
し
た
意
味
は
酌
み
と
る
ζ

と
が
で
き
よ
う
。

越
均
の
王
台
一
耕
詠
徒
一
伊
と
、
同
一
一
ハ
兆
宜
の
玉
ム
ロ
一
耕
一
部
室
註
と
に
、
腐
の
劉
粛
の
大
蔵
新
一
治
が

引
か
れ
て
い
る
ζ

と
は
、
先
に
い
っ
た
が
、

ζ

ζ

で
、
大
{
協
同
新
説
巻
之
一
二

κよ
っ
て
、
前
に

引
い
た
部
分
を
も
う
一
度
、
少
し
く
詳
し
く
引
用
し
て
み
た
い
。

太
宗
謂
侍
眼
目
、
校
戯
作
艶
詩
、
撰
段
南
梗
談
回
、
臨
時
作
雄
工
、
体
制
非
段
、
上
之
所
好
、

下
必
随
之
。
此
文
一
一
灯
、
恐
致
府
間
接
、
市
今
市
後
、
話
不
奉
諮
c

太
宗
問
、
リ
掛
懇
…
誠
許

比
、
狭
間
嘉
之
、
諮
問
皆
若
世
稿
、
天
下
何
一
金
不
足
一
心
乃
略
構
五
十
疋
亡
先
是
認
稿
文
帝

為
太
子
好
作
艶
持
、
境
内
化
よ
、
以
以
成
前
、
調
之
宮
体
号
娩
年
改
作
、
迫
之
不
及
、
乃

ム
カ
徐
際
、
撰
五
台
葉
、
以
大
其
体
、
水
側
代
之
謀
、
頼
関
故
事
。
(
大
躍
新
一
議
・
巻
之
二
)

一
掛
閣
の
太
宗
ド
炉
、
戯
れ
に
一
艶
詩
を
作
ろ
う
と

L
て
、
践
世
潟
県
誠
治
ら
今
え
こ
と
を
述
べ
て
、

そ

の

藤

一

斉

の

図

る

所

と

し

て

、

い

る

の

で

あ

る

こ

ζ

ζ

で
注
志
す



辻

、

他

に

一

露

、

一

菰

歩

謡

花

以

下

一

~
そ
し
て
、

ζ

の
才
女
の
手
に
成
つ
て
は
、
志
操
高
き
が
故

K
悲
劇
の
鑑
入
と
な

て
し
ま
う
の
で
あ
る
5

お
い
て
、
も
う
…
っ
、
し
き
り
に
見
え
る
も
の
段
、
詠
物
詩
と
思
わ
れ
る
詩

拾
え
ば

〈
巻
十
)

詠
物
詩
の
何
た
る
か
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
問
題
も
あ
ろ
う
が
、
五
台
新
一
誌

の
持
物
詩
花
見
る
制
限
り
、
活
し
物
を
詠
ず
る
ζ

と
を
題
と
し
て
い
て
も
、
そ
れ
ら
辻
、
物
そ

の
も
の
を
詠
ず
る
よ
り
も
、
男
女
間
の
鱗
情
を
述
べ
る
た
め
の
二
千
段
と
し
て
、
物
を
潜
り

用
い
て
い
る
詩
ば
か
り
の
よ
う

κ忠
わ
れ
る
E

「
一
部
人
葉
妄
」
や
一
ー
一
部
美
人
観
樹
」
の
詩
の

は
、
そ
れ
が
、
惑
と
し
て
、
は
っ
き
り
表
部
民
押
し
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
こ

…附切で、

て
一
疎
い
出
さ
札

た
も
の
で
あ
る
と
と
を
示
し
て
い
る
つ
郊
ち
幾
つ
か
の
題
の
中
か
ら
、
簡
文
帝
は
、
当
境
と

か
、
業
府
の
題
の
大
震
手
と
か
、
楽
器
の
名
で
あ
る
笠
撲
と
か
の
題
を
得
て
、
郎
持
の
…
訪
問

を
も
の
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
鰭
文
帝
の
詩

K
、

、
率
爾
為
詠
(
巻
七
)

と
い
う
題
が
あ
る
の
に
主
っ
て
も
、
当
時
の
、
い
わ
ば
文
学
サ
ロ
シ
約
七
宗
一
窓
開
気
の
中
で

辻
、
文
才
を
競
っ
て
、
部
湾
の
題
一
誌
が
念
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
察
し
ら
れ
る
の
で
あ

る
s

玉
台
新
一
諒
・
巻
八
に
あ
る
劉
孝
紳
の

斌
詠
得
照
楽
燭
刻
五
分
成

の
詩
の
題
段
、

ζ

の
一
間
の
一
帯
構
を
物
諮
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
c

(

以
上
、
一
部
物
詩
花
関
し

て
述
べ
た
部
分
は
、
綿
附
祐
次
・
斯
波
六
郎
両
足
の
諸
論
文
F

立
場
か
れ
る
一
例
が
多
か
っ
、
た
。
)

ζ

の
よ
う
に
題
を
き
め
て
、
一
徹
め
て
短
時
間
に
技
巧
を
凝
ら
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
勢
バ

そ
の
作
患
が
遊
戯
的
に
な
る
こ
と
辻
避
け
難
か
っ
た
。
詩
文
帯
や
武
帝
に
、
設
作
と
称
す
る

河
留
か
が
あ
り
、
同
・
和
む
擬
作
が
、
あ
の
よ
う
に
多
く
作
げ
ら
れ
た
と
い
う
と
と
も
、
こ
の

一
諒
物
・
摂
一
一
誌
の
流
行
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
や
笥
文
帝
を
中
心
と
し
て
一
的
諮
宮
体
を
な
し

た
グ
ル
ー
プ
も
、
こ
の
詠
物
分
譲
の
詩
を
作
る
た
め
に
形
成
さ
れ
た
、
一
つ
の
文
学
サ
ロ
ン

へ
の
称
で
、
あ
っ
た
と
も
み
ら
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

即
席
で
あ
る
以
上
、
詠
物
詩
は
、
必
然
的
に
短
匂
に
在
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
む
詠
物
詩

の
す
べ
て
が
、
郎
将
の
題
一
誌
で
あ
っ
た
と
は
隈
ら
な
い
が
、
玉
台
新
一
部
の
一
部
物
詩
託
、
長
詩

は
見
出
し
難
い
号
架
の
鎖
燦
が
、
漢
説
六
抑
制
の
詩
人
を
、
上
中
下
の
一
一
一
品
に
わ
け
で
論
評
を

加
え
た
「
詩
品
」
に
は
、
一
ト
品
に
で
は
あ
る
が
、
斉
の
許
認
(
五
台
新
一
部
の
詩
は
二
皆
、
伝

来
詳
〉
を
、
み
げ
て
、

( 10 ) 

ZM山
口
問
・
巻
下
)

と
評
し
て
い
る
=
ζ

と

で

短

勾

詠

物

と

い

わ

れ

て

い

る

よ

う

に

、

斉

梁

K干
る
に
従
っ
て
、
郎
ち
宮
体
の
成
立
に
近
く
な
る
に
つ
れ
て
、
詩
体
が
短
く
な
っ
て
い
っ

た
ζ

と
も
、
あ
る
い
は
詠
物
詩
の
流
行
、
と
、
す
く
な
か
ら
ぬ
連
関
が
、
考
え
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。

K
あ
る
架
盛
・
新
燕
・
弾
犠
の
よ
う
な
結
文
帝
の
詩
も
、

を
省
い
た
泳
物
詩
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
c

建
議

の
一
学



畑
氏
の
騒
が
う
ご
く
と
い
う
ζ

と
か
ら
題
を
と
っ
て
、
男
友

の
姿
態
に
つ
い
て
、
直
接
K
は
触
れ
て
い
な
い
a
し
か
し
、
'
漢
の
班
捷
好
が
、

失
っ
て
「
怨
詩
」
を
作
り
、
秋
の
間
一
腕
の
よ
う
に
捨
て
ら
れ
た
出
分
を
悲
し
ん

で
以
来
、
間
一
溺
の
怨
み
と
い
え
ば
、
そ
の
ま
ま
、
捨
て
ら
れ
た
女
の
怨
み
を
意
味
す
る
様
に

な
っ
、
た
む

ζ

む
詩
わ
場
九
そ
れ
と
全
く
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
勺
」
拝
外
に
逮
畑
山

、
せ
し
め
る
も
の
と
し
て
、
楽
曲
に
託
し
て
の
美
女
む
状
の
よ
う
、
な
も
の
が

あ
円
J
J
F
~

広
市
内
泣
い
な
い
か
H

ζ

の
よ
う
な
瓦
言
沼
勾
の
縫
い
氏
一
諮
問
叫
の
歌
ば
か
/
り
が
集
め
ら
札
て

h
d
v

り
、
山
的
文
併
は
ニ
十
…
請
を
載
せ
て
い
る
f

最
後
に
そ
の
第
一
誌
を
あ
げ
よ
う
G

ノ
突
、
閣
議
太
子
能
文

王

弼

伝

註

の

平子

i

i講
周

易

疏

論

家

義

記

を

資

料

と

辞

繋

つ
い
て
、
態
態
明
段
、
そ
の
釈
文
叙
録
に
、

施
氏
畑
沢
民
之
易
亡
、
孟
京
費
之
易
三
人
無
一
何
者
。
唯
鄭
康
成
、
主
純
綿
所
注

・・
6
a
-
-
-
-
a

、・・・・・・・・・・・・
3

・・・・・

部
官
陀
為
役
所
意
。
今
以
一
七
為
主
。
其
繋
辞
巴
下
王
不
誌
。
相
一
本
以
韓
康
的
詑

仰げ易問持閣内一

下
一
院
は
、

徒
翌
日
民
放
悲
ノ
祭
重
い
え
試
た

み
ゑ
!
よ
イ
三
回

H
H
J
n
Z
A
}↑

k
j
J
d
l
f
f
T
-
z
u
r
w
n
H
J

経
緯
非
潟
水
那
得
度
都
知

独
・
り
寒
い
夜
の
間
一
男
K
い
一
る
女
が
、
男
の
愛
を
求
め
て
、
う
す
ぎ
ぬ
の
と
、
は
り
は
海
水
で
は

な
い
、
渡
っ
て
ζ

‘
な
け
れ
ば
、
と
ち
ら
が
ど
ん
な
女
で
あ
る
か
わ
か
る
は
ず
が
な
い
と
の
ベ

る
詩
で
あ
る
と
と
の
体
の
詩
は
、
例
を
求
め
れ
ば
、
わ
が
国
の
古
く
は
遊
女
に
お
け
る
之
7

機
」
の
よ
う
で
も
あ
号
、
近
く
は
市
井
の
「
都
々
逸
」
に
も
通
う
、
俗
語
の
額
と
す
る
ζ

、と

が
で
き
よ
う
企
五
台
新
詠
の
一
詩
六
高
六
十
二
演
中
、
巻
十
の
五
一
一
一
一
間
関
勾
詩
は
百
五
十
五
常
Y

、
す
べ
て
い
わ
ば
琉
行
歌
的
な
穫
さ
で
、
気
軽
に
…
諒
い
引
出
さ
れ
た
、
多
少
額
続
的
・
官
能
的
を

一
一
詩
見
を
持
つ
小
詩
の
体
と
す
る
ζ

と
が
で
き
る
Q

そ
れ
だ
け
に
、
軽
擁
・
経
艇
と
さ
れ
‘
な
が

ら
も
、
一
種
モ
ダ
ン
な
感
じ
で
迎
え
ら
れ
、
斉
擦
の
時
代
ち
人
っ
て
大
流
行
を
来
し
た
の
で

、

み

つ

、

た

ろ

う

。

¥

(

東

京

一

応

絞

符

絞

掛

世

論

〕

否

つ

い

て

に

( 11 ) 

し

足業

す一向

原

男

と
、
註
す
る
。
悶
来
相
承
し
て
、
「
王
弼
易
註
に
、
繋
辞
・
説
卦
・
序
卦
・

な
し
」
と
、
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
鰭
志
「
周
易
十
巻
」
に
、

貌
尚
智
一
回
郎
十
十
一
弼
佐
、
六
十
四
卦
六
巻
。
韓
康
的
日
夜
繋
辞
以
下
一
一
一
巻
。
吏
路
又
撰
易
略
例
一

と
、
間
一
一
騎
五
氏
、
「
又
七
巻
、
五
弼
住
。
又
十
巻
、
主
縮
・
韓
疑
的
詑
よ
及
び
、

不
一
弼
'
韓
康
的
出
十
巻
J

と
、
著
録
す
る
が
如
き
で
あ
る
?
又
、

•••••• 

鍾
会
開
十
本
之
流
告
。
又
日
記
主
弼
易
一
…
繋
、
学

敏
口
不
務
、
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